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第
５
期
奥
多
摩
町
長
期
総
合
計
画
の
実
現
に
む
け
て

　
河
村
文
夫
町
長 

平
成
31
年
度
施
政
方
針

　平成３１年第１回定例町議会が３月５日から１９日ま
で１５日間の会期で開かれ、初日の６日に河村町長が、
平成３１年度施政方針を発表しましたので、その概要を
お知らせします。（国・都の現況などは省略しています。
全文は町ホームページに掲載、または役場企画財政課お
よび古里出張所に置いてありますのでご覧ください。）

　

平
成
31
年
は
、
町
民
皆

様
か
ら
の
負
託
を
受
け
、
４

期
目
の
町
政
を
担
う
こ
と
と

な
っ
て
か
ら
４
年
が
経
過
す

る
任
期
の
締
め
く
く
り
の
年

で
、
通
算
で
は
16
年
目
を
迎

え
る
年
と
な
り
ま
す
。
町
民

の
皆
様
、
議
員
の
皆
様
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
と
ご
協

力
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
こ
れ
ま
で
町

長
と
し
て
担
っ
て
ま
い
り
ま
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目
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し
た
16
年
に
お
よ
ぶ
町
政
に

お
い
て
、
町
民
の
皆
様
が
行

政
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
る
の
か
を
常
日
頃

よ
り
意
識
し
な
が
ら
、
町
民

皆
様
が
安
全
で
、
安
心
し
て

こ
の
奥
多
摩
町
で
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
行
財
政
運
営
に
努
め
、

町
の
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ

り
ま
し
た
町
営
水
道
の
都
営

水
道
一
元
化
が
平
成
22
年
４

月
に
実
現
し
、
そ
れ
以
降
東

京
都
水
道
局
に
お
い
て
は
、

ひ
む
ら
浄
水
所
、
小
河
内
浄

水
所
及
び
大
丹
波
浄
水
所
な

ど
取
水
・
導
水
・
浄
水
施
設

整
備
に
44
億
５
千
万
円
の
投

資
を
い
た
だ
き
、
最
新
の
浄

水
設
備
を
備
え
た
施
設
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
老
朽
化

し
た
水
道
管
の
更
新
等
に
つ

い
て
は
、
現
在
ま
で
に
、
お

よ
そ
30
億
円
が
掛
け
ら
れ
、

今
後
も
同
様
に
耐
震
性
能
を

有
し
た
水
道
管
へ
と
生
ま
れ

変
わ
り
、
町
の
水
道
に
つ
い

て
は
、
災
害
に
強
い
安
全
で

安
心
な
万
全
の
水
道
供
給
体

制
が
実
現
さ
れ
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

　

ま
た
、
町
営
水
道
時
代
に

は
、
一
般
会
計
か
ら
毎
年

５
千
万
円
を
超
え
る
繰
り
出

し
を
水
道
会
計
へ
行
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
こ
の
財
政
負

担
も
無
く
な
り
、
都
営
水
道

に
な
り
ま
し
た
こ
と
に
よ

り
、
現
在
ま
で
換
算
す
る
と

約
５
億
円
の
負
担
軽
減
、
ま

た
、
各
施
設
の
更
新
等
や
町

が
借
り
入
れ
た
起
債
の
償
還

金
６
億
５
千
７
百
万
円
等
を

考
慮
い
た
し
ま
す
と
、
総
額

で
86
億
円
を
超
え
る
、
多
額

の
財
政
負
担
が
解
消
さ
れ
た

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
事
業

の
奥
多
摩
処
理
区
の
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
18

年
度
の
工
事
着
手
か
ら
10
年

の
歳
月
と
81
億
円
も
の
莫

大
な
事
業
費
を
か
け
て
行

い
、
起
債
に
つ
き
ま
し
て
も

37
億
７
千
万
円
と
巨
額
で
あ
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り
ま
し
た
が
、
将
来
の
元
利

償
還
金
へ
の
財
源
対
策
と
し

ま
し
て
、
減
債
基
金
を
事
業

着
手
当
時
よ
り
13
億
円
超
ま

で
着
実
に
積
み
立
て
、
当
該

基
金
の
活
用
と
将
来
を
見
通

し
た
財
政
運
営
の
安
定
を

図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
単
独
で
行
っ

て
い
た
ご
み
処
理
事
業
に

お
い
て
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
老
朽
化
等
に
よ
り
、

焼
却
施
設
の
更
新
に
は
30
億

円
以
上
と
の
試
算
が
な
さ

れ
、
そ
の
財
源
も
起
債
等
に

よ
り
将
来
に
亘
り
財
政
を
圧

迫
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
６
月

に
西
秋
川
衛
生
組
合
へ
の
加

入
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
加
入

に
伴
う
施
設
整
備
負
担
金
は

７
億
６
千
万
円
ほ
ど
で
あ
り

ま
し
た
が
、
22
億
４
千
万
円

の
将
来
負
担
を
軽
減
し
、
住

民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
ご

み
処
理
に
対
す
る
不
安
が
解

消
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
公
設
の
斎
場
整

備
の
要
望
や
火
葬
場
の
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
単
独

で
の
整
備
は
不
可
能
な
こ
と

か
ら
、
秋
川
流
域
斎
場
組
合

に
、
平
成
25
年
５
月
よ
り
加

入
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
斎
場

の
利
用
が
組
合
に
加
入
し
た

こ
と
に
よ
り
、
式
場
使
用
料

は
従
来
と
比
較
し
て
２
分
の

１
、
火
葬
料
に
つ
い
て
は

８
万
円
が
１
万
円
に
な
る
等
、

安
価
な
料
金
で
使
用
で
き
、

広
く
住
民
に
寄
与
す
る
生
活

基
盤
の
課
題
解
決
を
図
り
ま

し
た
。
ま
た
、
奥
多
摩
町
の

誕
生
以
来
、「
観
光
立
町
」
を

標
榜
す
る
町
と
し
て
、
お
く

た
ま
海
沢
ふ
れ
あ
い
農
園
の

整
備
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業

の
開
始
、
は
と
の
す
荘
の
建

て
替
え
等
や
現
在
は
、「
日
本

一
き
れ
い
な
観
光
用
公
衆
ト

イ
レ
」
を
目
指
し
、
観
光
用

公
衆
ト
イ
レ
の
清
掃
を
行
い
、

観
光
事
業
の
振
興
を
実
施
す

る
な
ど
、
数
多
く
の
町
の
課

題
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
行
財
政

改
革
、
財
政
基
盤
の
安
定
に

も
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

平
成
16
年
５
月
に
私
が
町
長

就
任
し
た
時
の
積
立
基
金
の

状
況
は
、
10
億
２
千
万
円
程

度
で
あ
っ
た
も
の
を
平
成
29

年
度
末
に
は
、
42
億
８
千
万

円
と
し
約
４
倍
に
増
加
さ
せ

る
一
方
、
一
般
会
計
に
お
け

る
地
方
債
現
在
高
は
、
平
成

15
年
度
末
、
44
億
５
千
万
円

だ
っ
た
も
の
を
平
成
29
年
度

末
に
は
22
億
９
千
万
円
と
約

２
分
の
１
に
減
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
新
た
な
借
入
金
の

抑
制
を
行
い
、
そ
の
分
の
財

源
補
完
を
東
京
都
市
町
村
総

合
交
付
金
に
求
め
、
将
来
に

渡
る
財
政
不
安
の
解
消
に
取

り
組
ん
だ
結
果
で
あ
り
ま
す
。 

 

平
成
27
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
「
第
５
期
奥

多
摩
町
長
期
総
合
計
画
」
に

お
い
て
は
、「
人　

森
林
（
も

り
）　

清
流　

お
く
た
ま
魅
力

発
信
！
」 

～
住
み
た
い 

住
み

続
け
た
い 

み
ん
な
が
支
え
る

癒
し
の
ま
ち 

奥
多
摩
～ 

を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
豊

か
な
森
林
（
も
り
）
と
清
流

の
中
で
自
然
と
共
生
す
る
町

に
お
い
て
、
多
く
の
魅
力
に

包
ま
れ
た
、
住
む
人
と
訪
れ

る
人
が
癒
さ
れ
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
生
涯
を

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
過

疎
化
が
進
行
す
る
町
の
最
大

の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
少
子

化
対
策
と
定
住
化
対
策
を
「
奥

多
摩
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
位
置
付
け
、
重
点
的
に
、

ま
た
、
積
極
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
奥
多
摩
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
少

子
化
対
策
の
推
進
と
し
て
、

出
会
い
・
暮
ら
し
、
子
育
ち
・

教
育
の
分
野
を
、
ま
た
、
住

み
た
い
方
が
住
め
る
町
を
築

く
た
め
、
定
住
化
対
策
の
推

進
と
し
て
、
仕
事
、
住
ま
い

の
分
野
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

 

こ
れ
ら
の
対
策
は
、
過
疎
化

に
よ
る
人
口
減
少
、
少
子
高

齢
化
が
進
む
当
町
に
お
い
て
、

高
齢
化
対
策
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
も
の
で
あ
り
、
高
齢
化

率
は
49
％
と
非
常
に
高
い
状

況
が
続
く
中
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
低
下
し
つ
つ
あ
る

地
域
も
見
ら
れ
る
町
に
お
い

て
、
重
点
的
に
推
進
す
べ
き

取
組
で
あ
る
と
考
え
て
推
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

平
成
20
年
３
月
に
は
地
域
全

体
で
子
ど
も
や
子
育
て
を
支
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援
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
で
、

住
民
皆
様
が
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
を
目
的
に
、「
奥
多
摩

町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推

進
条
例
」
を
制
定
し
、
現
在

ま
で
様
々
な
制
度
や
事
業
の

見
直
し
を
行
い
、
出
会
い
の

場
支
援
と
し
ま
し
て
、
ふ
れ

愛
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
交
流
の
場
や
ふ
れ
あ
い
の

場
の
提
供
を
行
い
、
子
育
て

支
援
と
し
ま
し
て
は
、
保
育

料
の
全
額
助
成
、
小
・
中
学

校
給
食
費
の
全
額
助
成
、
高

校
生
ま
で
の
医
療
費
の
全
額

助
成
、
産
後
健
康
診
査
等
費

用
の
助
成
、
さ
ら
に
は
、
保

育
園
か
ら
小
・
中
・
高
等
学

校
ま
で
の
入
園
・
入
学
・
進

学
等
支
援
、
高
校
生
等
通
学

定
期
代
助
成
な
ど
、
こ
れ
ら

の
15
項
目
に
及
ぶ
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
推
進
事
業
の
推

進
や
、
平
成
18
年
度
に
は
定

住
促
進
を
目
的
と
し
た
、
安

価
に
分
譲
す
る
事
業
を
開
始

し
、
平
成
21
年
度
に
は
、
若

者
世
代
の
増
加
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
豊
か
で
活
力
の
あ

る
地
域
を
目
指
し
て
、「
若

者
定
住
応
援
条
例
」
を
制
定

し
、
若
者
定
住
応
援
補
助
金

の
推
進
等
の
支
援
を
行
う
ほ

か
、
平
成
21
年
度
及
び
22
年

度
の
２
か
年
で
、
町
営
若
者

住
宅
の
第
１
弾
と
し
て
、
海

沢
地
区
に
９
世
帯
分
を
建
設

し
、
現
在
で
は
22
年
間
定
住

す
る
と
無
償
譲
与
す
る
子
育

て
応
援
住
宅
や
分
譲
地
の
整

備
、
数
年
来
重
点
的
に
整
備

を
進
め
て
い
る
町
営
若
者
住

宅
、
空
家
等
活
用
促
進
事
業

交
付
金
等
に
よ
り
町
へ
ご
寄

付
を
い
た
だ
い
た
物
件
を
活

用
し
た
若
者
定
住
応
援
住
宅
、

い
な
か
暮
ら
し
支
援
住
宅
等

の
整
備
を
一
体
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
当
町
の

人
口
は
平
成
８
年
以
来
、
年

間
平
均
150
名
ほ
ど
が
減
少
を

続
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
平

成
29
年
に
お
い
て
は
、
マ
イ

ナ
ス
37
名
で
あ
り
、
昨
年
、

平
成
30
年
で
は
、
マ
イ
ナ
ス

54
名
と
か
つ
て
の
減
少
数
の

半
分
以
下
で
、
以
前
に
比
べ
、

大
き
な
改
善
傾
向
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
町
営
若
者
住
宅

や
若
者
定
住
応
援
住
宅
、
い

な
か
暮
ら
し
支
援
住
宅
、
分

譲
地
の
整
備
等
、
各
種
の
定

住
対
策
を
重
点
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
事
業
の
成

果
の
一
端
が
こ
こ
に
表
れ
て

い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

平
成
31
年
度
に
お
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
止
め
る

こ
と
な
く
、
小
丹
波
地
内
で

８
世
帯
分
の
町
営
若
者
住
宅

の
建
設
を
進
め
る
と
と
も
に
、

平
成
30
年
度
に
実
施
し
ま
し

た
、
22
年
間
定
住

す
る
こ
と
で
、
住

宅
を
無
償
譲
与
す

る
子
育
て
応
援
住

宅
に
つ
き
ま
し
て

は
、
31
年
度
も
整

備
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
結

婚
前
の
出
会
い
の

場
か
ら
定
住
対
策

と
子
育
て
支
援
を

一
体
的
に
推
進
す

る
こ
と
で
、
こ
の

奥
多
摩
町
に
住
み

た
い
、
住
み
続
け

た
い
と
い
う
思
い

を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
一
人
で
も
多

く
の
方
々
が
こ
の

町

で

暮

ら

せ

る

よ
う
、
職
員
一
人

一
人
が
、
明
確
な

目
的
意
識
を
も
っ

て
、「
奥
多
摩
創
造

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
一
層
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

7

-131 -118

-176
-129

-153 -157 -153 -160
-203 -186

-111

-179
-156 -157

-117
-162

-226

-165 -148
-132

-107

-37 -54

110

-14 -6

-45

19

-26
-12

-33
-12

-73

8

50

2

31
9

29
8

-64

26 32 32
56

150

95

-103
-117 -112

-131
-148

-127
-145

-120

-148
-130

-194

-161
-181 -187

-166
-146

-170 -162

-191
-180

-164 -163
-187

-149

-250

-150

-50

50

150

平成

７年

(1995)

８年

(1996)

９年

(1997)

10年

(1998)

11年

(1999)

12年

(2000)

13年

(2001)

14年

(2002)

15年

(2003)

16年

(2004)

17年

(2005)

18年

(2006)

19年

(2007)

20年

(2008)

21年

(2009)

22年

(2010)

23年

(2011)

24年

(2012)

25年

(2013)

26年

(2014)

27年

(2015)

28年

(2016)

29年

(2017)

30年

(2018)

人口動態の推移

人口増減 社会動態 自然動態

（人）

0



45 町長施政方針・当初予算概要特集
平成 31 年 4 月 5 日№ 782　別冊

第２章「やさしさ　ふれあい　人と自然」

○自然とともに歩むまちづくり

　当町は、豊かな水と緑に恵まれ、町内全域が秩父多摩

甲斐国立公園に含まれていることから、そのような環境

を大切に保全していくために、環境に配慮した循環型社

会の形成に努めるとともに、生活基盤として重要な役割

を持つ道路の整備や公共下水道のさらなる接続の促進、

簡易給水施設の安定的な維持管理を行います。

また、ごみ処理につきましては、ステーション方式の収

集を行い効率的なごみ処理に、住民皆さんにご協力いた

だいておりますが、高齢者世帯などの排出困難者に対し

ましては、新たに戸別に玄関先まで収集することとし、

きめ細かく対応することといたします。

＜つぎのページ左上に続く＞

【平成３１年度の主要事業について】

　
まちづくりの最上位計画である「第５期奥多摩町長期総合計画」の施策の大綱に沿って、平成３１年度予算で特

に重点としている施策や新規事業について説明します。

第５期長期総合計画　第１章「みんなで支えるホットなまちづくり」

○誰もが元気で健康に暮らせる地域づくり

　町民皆さんが健康に生活できるように、各種の検診事

業、保健推進活動事業、定期予防接種事業、食育推進事

業、健康相談事業などの疾病予防につながる事業を実施

するほか、地域医療体制及び医療保険制度の適切な事業

運営が図られるよう、着実に進めてまいります。

○安心して子どもを産み育てる地域づくり

　過疎化による少子高齢化が進む当町においては、次世

代を担う子どもを安心して育てる環境づくりのため、出

会いから結婚、出産、子育て・子育ちまできめ細やかな

支援を行ってまいります。

　特に、重点施策の一つとしている少子化・定住化対策

は、１５項目に及ぶ子ども・子育て支援推進事業の制度

を今後も推進するほか、住宅の新築や改築に対して支援

する若者定住応援の助成を推進するなどし、町内在住の

家庭はもちろんのこと、移住者への支援も合わせて行う

ことにより、子どもや子育て世代の増加を図り、自治会

等の地域コミュニティの維持、活力の向上に努めてまい

ります。

　また、３１年度は、児童数の増加や公定価格の改定等

により保育所措置費等を増額し計上させていただきまし

た。

○高齢者が生きがいを持って暮らせる地域づくり

　多くの高齢者は住み慣れた地域で安心して暮らしてい

くことを望んでいますことから、保健師等の町職員、地

域包括支援センター職員、高齢者見守り相談員、社会福

祉協議会、民生・児童委員等が連携を行いながら、在宅

高齢者への福祉サービスを引き続き推進してまいりま

す。

　また、介護老人福祉施設などの施設介護サービスにつ

きましては、町民が将来に亘り経済的負担を少なく施設

へ入所できることに配慮し、新たに施設整備に対する補

助事業費を計上させていただきました。

○障害者が自立して生活できる地域づくり

　障害者が安心して地域の中で自立した生活を送ること

ができるよう、医療・福祉などとの連携や継続的な支援

相談体制が重要となります。

　特に、障害者地域活動支援センターの充実が必要なた

め、ＪＲ鳩ノ巣駅前に新たに建設を行い、障害のある人

が必要なサービスを受けられるよう、また、社会参加が

図られるよう、引き続き推進してまいります。

○心のぬくもりと絆を持ち続けられる地域づくり

　当町では、自治会や隣組などの地域での支え合いや助

け合いによる地域コミュニティの力は非常に強いもの

の、少子高齢化等の影響により、これまで通りの地域で

の支えあいが困難となることも想定されます。

　引き続き地域の中で支えあいながら安心して暮らすこ

とができるよう、地域の活性化を推進してまいります。
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第２章「やさしさ　ふれあい　人と自然」　＜つづき＞
＜前のページ右下からの続き＞

○誰もが住みたくなる心かようまちづくり

　これまでも住民と行政との協働によるまちづくりを推

進するために、住民が主体となったまちづくり活動への

支援を行ってまいりましたが、引き続き住民がまちづく

りへの参加ができるよう、取り組みを行ってまいります。

次に、新たに土砂災害特別警戒区域への住宅対策として

改修工事補助金を創設するほか、土砂災害ハザードマッ

プの作成、防災行政無線デジタル更新事業等を行い、自

然災害への対策を推進してまいります。

第３章「町の中と外から関心を持たれる教育のまちづくり」 

○伝統と先進の文化・芸術にあふれたまちづくり

　町内の郷土芸能を次代に確実に継承するために、一巡

した郷土芸能の映像保存について、新たな映像記録保存

事業を実施してまいります。また、児童・生徒による継

承事業として、笛の演奏体験授業や氷川獅子の実施など

郷土芸能の将来の担い手の育成を図ります。また、獅子

頭や衣装整備等を計画的に実施し、民俗芸能の用具が適

切に維持管理できるように支援を行います。

第４章「みんなの力がつながる観光・産業づくり」

○住民が元気になる交流観光づくり

　町内全域が、秩父多摩甲斐国立公園に含まれている当

町には、その豊かな自然を求めて年間、２１２万人を超

える観光客が訪れていると推計されております。近年、

公共交通機関を利用する観光客が多く見受けられ、ハイ

シーズンには、奥多摩駅前は、バスの乗車待ちが長蛇の

列になることや外国人観光客が顕著に増加していること

などが感じられます。

　今後も観光によるまちづくりを推進するべく、日本一

観光用公衆トイレがきれいなまちを目指し、奥多摩駅前

観光トイレ改築事業や観光トイレの改修、クリーンキー

パーによる観光用公衆トイレの清掃を引き続き実施し、

イメージアップと観光客数の増加に努めてまいります。

○奥多摩ならではの地域産業の推進

　森林再生事業による森林環境の整備や木質バイオマス

推進事業による木質資源の活用を引き続き実施いたしま

すが、３１年度は重要施策としまして、内水面漁業環境

活用施設整備事業を活用して、大丹波国際釣場管理棟の

建設整備を実施し、各釣場の特色を活かし、外国人観光

客や障害者、小さな子供連れでも楽しむことのできる釣

場の整備を進めてまいります。

○観光・産業づくりを推進する力の強化

　奥多摩観光協会やおくたま地域振興財団等の関係団体

と連携しての各種イベントや事業の実施に加え、他団体

の実施するイベントへの出展により、魅力あふれる奥多

摩町の観光や特産物等の情報を提供するほか、多言語対

応の観光パンフレットを新規で作成することで、外国人

旅行者を含めた観光客の誘致につなげてまいります。

＜施政方針は８ページに続く＞

○誰もがスポーツ活動に参加するまちづくり

　昨年、第１回を開催しましたスポーツフェスティバル

につきましては、町民のスポーツへの参加を促進し、健

康増進につながるため、さらなる検討をすることのほか、

東京２０２０大会パラリンピック正式種目であるボッ

チャなどのニュースポーツにつきましてもさらに推進し

ていきます。

　また、スポーツ関連施設の活用として、川井スポーツ・

コミュニティ施設の改修工事を予定しております。

○みんなでチャレンジする生涯学習のまちづくり

　文化会館は、生涯学習の拠点として活用されておりま

すが、施設や設備の老朽化が進んでいることから、空調

設備の改修工事を予定します。

　また、他地域や海外の人材と積極的に交流できる機会

を提供するため、友好交流を締結した神津島村での洋上

セミナーのほか、海外との交流として、オーストラリア

への海外派遣事業及びホームステイでの受け入れ事業な

どを引き続き実施いたします。

○豊かな能力と強い心を育むまちづくり

　各学校における施設や設備については、氷川小学校の

水道直結化工事、古里小学校の体育館非構造部材耐震化

事業、奥多摩中学校では西側トイレの改修事業、水道直

結化実施設計委託を実施し、児童・生徒が安心して教育

を受けることができるよう教育環境を整備いたします。

　また、全ての学校に教員の負担軽減と効率化を図るた

め、校務支援システムを導入し、各種帳票・管理作業の

電子化並びに学校間グループウェアが利用できる環境を

整備します。
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　平成３１年度は、第５期長期総合計画「おくたま魅力発信計画」の５年目を迎えます。

　町の財政は、町税が漸減するなど厳しい状況にありますが、住民福祉の増進と少子化・若者定

住化対策をさらに推進し、個性的で活力のある地域社会を将来に亘って持続させるため、費用対

効果を含めた事業全般の事後検証の強化と制度や事務事業の必要性や有益性を吟味し、必要な見

直し・再構築を図るなど、身の丈にあった健全で堅実な行財政運営を推進することを基本として

予算編成を行いました。

　なお、奥多摩町の予算は、一般会計と６つの特別会計並びに企業会計（病院収益的・資本的）

の全８会計からなっています。

【予算の概要】

　平成 31 年度の一般会計の予算規模は、前年度比で 3 億 9 千万円、率にして 6.2％増となる 66

億 8 千万円で過去最大となりました。

　特別会計では、介護保険特別会計で施設介護サービス等の保険給付費の増により 6千 7百万円、

8.0％の増、下水道事業特別会計で元利償還金等の増により2千1百万円、3.7%の増となりました。

これらの要因により、全会計総額では前年度比 5.2% 増の 99 億 3,791 万 5 千円となりました。

　なお、奥多摩町ホームページには、さらに詳しい内容の「当初予算の概要」を掲載しています

ので、ご覧ください。

平成３１年度当初予算が３月の定例町議会で可決されました

平成３１年度会計別予算額と前年度との比較

平成３１年度 平成３０年度 増減額 増減率

6,680,000 6,290,000 390,000 6.2

75,500 75,500 0 0.0

162,000 162,000 0 0.0

794,000 787,000 7,000 0.9

207,000 202,000 5,000 2.5

898,800 832,000 66,800 8.0

600,400 579,000 21,400 3.7

2,737,700 2,637,500 100,200 3.8

508,000 493,600 14,400 2.9

歳入 7,000 14,595 △ 7,595 △ 52.0

歳出 12,215 22,885 △ 10,670 △ 46.6

520,215 516,485 3,730 0.7

9,937,915 9,443,985 493,930 5.2

区                分

一 般 会 計

特
別
会
計

都民の森管理運営事業

山のふるさと村管理運営事業

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

下水道事業

小　　　　　計

病院
事業
会計

収益的予算

資本的予算

小　計（歳出）

合　　     　　計

（単位：千円・％） 
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【主な事業】〇小丹波地内若者住宅建設事業 2 億 2,560 万円 〇少子化対策事業（保育園保育料助成、高校

生等通学定期代助成、入園・入学・進学等支援、学校給食費助成など）4,488 万 5 千円 〇若者定住推進事業（若

者定住応援補助金、空家等活用促進事業交付金、寄付物件補修・解体工事など）4,653 万 8 千円 〇障害者地

域活動支援センター建設事業 1 億 5,139 万 6 千円 〇介護老人福祉施設整備事業（補助金）9,250 万円 〇土砂

災害特別警戒区域対策事業（住宅・建築物土砂災害対策改修補助金、土砂災害ハザードマップ作成業務委託など）

1,947 万 7 千円 〇防災行政無線（戸別受信機）更新事業 6,822 万 6 千円 〇内水面漁業環境活用施設整備事業

（大丹波国際釣場管理棟建設事業など )2 億 1,588 万 8 千円 〇観光施設整備事業（奥多摩駅前観光トイレ改築

工事、観光トイレ改修工事、観光看板改修工事など）1 億 2,580 万 1 千円 〇道路新設改良事業（坂下中井戸

線、南平熊沢線、一付線、高畑線など）2億 666 万 5 千円 〇小・中学校建設事業（氷川小学校水道直結化工事、

中学校西側トイレ等改修工事など）7,318 万 3 千円 　など

一般会計歳入歳出予算額および構成比
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第５章「住民と行政がともに考え、ともに築く、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住みよい・住みたいまちづくり」

○官民協働による定住対策とまちづくり

　過疎化による少子高齢化や地域コミュニティの活性化

へつなげるため、住宅用地として分譲地の整備、町営若

者住宅等の建設を実施し、町内への定住、移住が図られ

るよう定住対策事業を進めてまいります。平成３１年度

は、小丹波地内若者住宅建設工事のほか、平成３０年

度からの新規事業として実施しました、新築住宅を２２

年間の入居後に譲与できる子育て応援住宅をさらに建設

し、若者をはじめとした奥多摩町に住みたいという多く

の方々の受け皿を整備してまいります。また、公営日向

住宅の改修設計委託も実施してまいります。

　これらの事業の実施にあたっては、地権者や空家所有

者の方々をはじめ、地域の皆様のご理解、ご協力が不可

欠であります。今後も、皆様方のご理解、ご協力を得な

がら定住施策を推進してまいります。

○成果を重視した行政改革の推進

　第４次行政改革大綱に基づく「量から質への転換を目

指した「しごと・ひと・しくみ」の改革」を推進し、町

民皆様に満足いただける行財政運営が図られるよう努め

てまいります。

　また、多様な行政需要への対応と各課の業務を最適化

するため、若者定住化対策室を若者定住推進課に、住民

課生活環境係と地域整備課下水道係を統合し、地域整備

課を環境整備課とし、環境係を設置するなど、役場組織

の見直しを行うところでございます。役場本庁舎の機能

強化に向け、新庁舎建設に関する事項を企画財政課が所

管することで、新庁舎建設について明確にし、本格的な

検討を始めます。

○身の丈にあった健全な財政運営の推進

　自主財源である町税が年々減少を続け、国や都へ財源

を依存している厳しい財政状況の中、各種事業の見直し・

再構築を図りながら、事業の実施にあたっては、限りあ

る財源を効果的、効率的に執行を行い、身の丈にあった

健全で堅実な財政運営を推進するとともに、将来の財政

需要を見越し、庁舎建設基金をはじめとした基金への積

み立てを計画的に行ってまいります。

　また、町税の収納率は、都内市町村でもトップクラス

の高さでありますが、貴重な自主財源ですので、今後も

収納事務の対策を緩めることなく自主財源の確保を図り

ます。

【
お
わ
り
に
】

　

冒
頭
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お

り
、
多
く
の
町
民
皆
様
か
ら
の
負
託

を
受
け
、
４
期
16
年
目
の
年
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
民
皆
様
の
ニ
ー
ズ

を
敏
感
に
感
じ
取
り
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
、
奥
多
摩
町
の
最
大
の
魅

力
で
あ
る
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全

と
活
用
を
心
が
け
、
道
路
や
下
水
道

等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
都
営
水
道
へ

の
一
元
化
、
ご
み
処
理
や
斎
場
利
用

に
関
す
る
一
部
事
務
組
合
へ
の
加
入
、

さ
ら
に
は
町
の
特
色
を
活
か
し
た
観

光
や
産
業
の
振
興
、
若
者
定
住
及
び

子
ど
も
子
育
て
に
関
す
る
特
色
あ
る

定
住
推
進
施
策
な
ど
、
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
定
住
化
対
策
と
少
子
化

対
策
は
最
重
要
課
題
で
は
あ
り
ま
す

が
、
31
年
度
の
予
算
計
上
の
内
容
の

よ
う
に
、
町
営
若
者
住
宅
の
建
設
に

よ
る
定
住
対
策
、
障
害
者
の
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
に
よ
る
障
害

者
対
策
、
ご
み
排
出
困
難
者
対
策
や

介
護
老
人
福
祉
施
設
へ
の
補
助
金
な

ど
の
高
齢
者
対
策
、
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
に
対
す
る
対
策
事
業
、
小
・

中
学
校
へ
の
施
設
整
備
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
世
代
や
方
面
に
対
し
施
策
の
推

進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

 

ま
た
、
近
年
増
加
傾
向
が
感
じ
ら

れ
る
外
国
人
旅
行
者
を
含
め
た
観
光

客
へ
の
対
応
と
し
て
、
奥
多
摩
観
光

の
玄
関
口
で
あ
る
奥
多
摩
駅
前
観
光

ト
イ
レ
の
改
築
事
業
や
大
丹
波
国
際

釣
場
管
理
棟
の
建
設
事
業
な
ど
東
京

２
０
２
０
大
会
を
来
年
に
控
え
、
さ

ら
な
る
観
光
客
増
加
へ
の
対
策
を
実

施
し
、
現
在
改
修
し
て
い
ま
す
奥
多

摩
駅
の
利
便
性
の
向
上
と
合
わ
せ
、

観
光
立
町
を
標
榜
す
る
町
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
観
光
の
振
興
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

「
第
５
期
長
期
総
合
計
画
」
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
た
、
「
人

　

森
林
（
も
り
）　

清
流　

お
く
た
ま

魅
力
発
信
！
」
が
町
民
皆
様
に
も
、

奥
多
摩
を
訪
れ
る
観
光
客
を
は
じ
め

と
す
る
町
外
の
方
に
も
、
奥
多
摩
の

魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
働

き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
明
日
の
奥
多
摩
を

創
る
「
奥
多
摩
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
重
点
的
、
積
極
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、「
第
５
期
長
期
総
合
計
画
」

に
定
め
た
施
策
を
着
実
に
実
行
す
る

こ
と
で
、
誰
も
が
住
み
た
い
、
住
み

続
け
た
い
町
の
実
現
に
向
け
て
、
私

の
力
の
限
り
全
力
で
邁
進
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。


